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天文同好會四月三生記事
　4月26日，絶好の春日和，花山天文垂で
例會を開く．會するもの近來にない多数で
約80名，〉・つも静かな天丈塁も今日ばかり
は中々のにぎはひ．定刻2時牛から山本先
生の春の星座の講演：始まる．いつもの例に
圖書室に集まったが，全くはちきれさうな
盛會，春を代表する星座，大熊座の興昧あ
る話，先生の紳秘観宗教学もまじって，天
女學の趣味の極致の設明があり，暗いて天
文塁所藏の貴重な幻燈謁によって，色々と
星の蓮軌二重星，各種の星雲のお話があ
った．この幻燈謁だけでも，多くの同好勲
労に見せたいものである．
　講演後，會員はそれぞれ茶をのみなが
ら，色々の希望や抱資の交換があb露塁で
春の山科盆地を見ながら愉快な国分を十分
味はった．
　大根畑の白，菓の花畑の黄，それにうつ
くしV・周團の山の線を一望の下に下界の騒
々しさをはなれ・て，こしはヌ．實に静かな味
はひのある春の天賦である．
　心後新しく設備ざれた潜望鏡をかはるが
はる使って見た．圖書室に隣った室に居な
がら，この鏡の中に右の美しい春景色が手
にとる檬に見える．これも花山天文i霧の一
設備で，i離しく名物が一つふえたわけであ
る．
　岡山の水野先生が前日から花山へ見え，7
月のグラフ4ツクの編輯について色々の御
希望があった・
　構内で塞内の人々のテ＝スの音しきり，
なんでも最近東京とテ＝ス大曾を開くと
か・大戸優勝を希望す．る．
　薄暮解散，尊し）・つどひであった・
??
??の??敷?????
　去る3月／1日夕，艦島（現在徳山）の襯測
家長谷秋男君が難度せられました・翌12日
の夜はよく暗れてゐましたから翻画室を開
きました・そして23ん30η煩，牧当座のξが
黄と紫の美くし）・連星だから見やうと議一
決，望遠鏡を東の空に向けたのですが，長，
谷君はどうしたわけか赤緯：軸の目盛を合さ
うとせられず，熱心に東の方の空っ一角を
見つめてゐられます・私は全く不思議であ
りますから御たつねしますと，流星がしき
りに飛ぶといふ御答です・そこで私もその
部分を注意しましたが，一個の流星さへ見
えません．こうなりますと重大問題といふ
わけですが，盛にとびつNある流星はその
光度6等位の所謂微光流星であったのです・
鋲眼の長谷君がとらへ得る流星も私の罐詰
製の眼ではとても見えません・
　かくして，長谷君は約20分間に約70鰯の
流星をとらへ，獄犬座α星附近，正しく中し
ますと，赤経200。，赤緯＋360の黒占にかな
り面積の顧）’一輻射黙を決定されました．
径路の極めて短いものは輻射鮎から東西北
の三方面に主として飛び，径路のやや長い
ものは北方北斗七星附近及び東北牧夫座に
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多く見出したといふことであります。
　昨年來からにはかにやかましく論ぜられ
っっある微光流星もあれ程までとは思はな
かったのですが，長谷君に敏へられまして
得心しました・鋭眼自慢の議員諸君の奮起
をのぞんでやみません，この方面の温感は
非常に面幽く且債値あるものと思ひます．
　11日朝入手したし一七ジ　クラシキツク■
の電報を徳山局へ持込むと・局員が大いに
おどろき，天文時なるものの説明をしてや
ると，はじめて合黙して打電してくれたさ
うでtが，天交時の入った電報はめづらし
からうと思ひます・午前，午後の間違もな
く誠に便宜であります・少くとも私遽は實
行した）・もので，こんなことの宣傳も天界
生のつとめではないでせうか・序ながら一
挿話として御紹介申上げます・
　　　　　　（19，　31．IH．　20）
群島支部だより
T
　昭和6年の新春を迎へた當支部は，さN
やか乍らも行進曲を奏でて居ります・
　1月19日一19時より，本川小學校で廣島
天丈同好會の臨時総’會とエロスの観測會を
催しました一　集る者約3G名，理科画室で＿
文机をかこんで會則第6條の從來會費不用
を月10鍍，二四4）ueと訂正の件に付き協議
し原案通り決議されました・次に一般公開
のエPス観測會の日臨場所等の件に付き
協議髪致しました．
　総會を終へて後，中村饒氏の”エ・ス／！
のお話を聞き，21時頃から屋上へ登ってz
ロスの槻測を致しました．割にシ・一一イング
が頁く，獅子座の日戸ーの附近に居る珍客
エロスを見て一同大はしゃぎ．火星，木星，
オリオンの星雲等も一同を喜ばしました．
老人星カノ・一一プスは南天高く輝き初見参の
人々が多くありました・23時近く名肖りを
おしみ乍ら散乱致しました・
　1．月23日一陣2回の小忌校巡回槻測會を
編出小転校で開きました・側席者は高等科
の生徒約50名先生10X，同好餅負銘で
ありました．　7センチで月，禾星，火星，
星雲，星團等を観測した後，理科學室で細川
。
生
校長先生の御挨拶に纏いて中村島上が幻燈
信用で天文の話をされ盛會裡に臨急致しま
した．私達の小さい働きがすこしでも小ざ
い魂の糧になれば此の上も無い幸でありま
す．
　ユ月30日一公門のエロス槻測會の三日で
す，二日前よ市内目抜の場所へ贋告を幽し，
各方面へ案内歌を三途して宣傳：致しまし
た．各新聞も謂ふて書き立てて呉：れました・
その一つ二つをお目にかけませう．
　30年目に接近する天界の珍客エロス小遊
星の一管會が廣島で行はれる・すfはち最
近距離へ來ると言ふ30日の夕刻から一中南
グラウンドへ望遽鏡を据へて彼女を始め，
火星，木星，月その他の美し）’姿を眺めやう
と云ふ寸法・廣島天文同好會と京大天文i毫
天目同好會廣島支部の催しである．
　　　　　　　　　　一中二二聞一
　接近して來た小遊星観測會一一高島天文
同好會主催で30日午後7時（雨天順延）から
一中南グラウンドで30年目に接近する問題
の小遊星エロス襯二二を催し他に火星，木
星，刀及びオリオン星雲の襯測を行ふ．と・
　　　　　　　　　　一大阪朝日一
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　市中の人垣は大愛なもので寄るとさわる
と襯測會とエロスの話ばかりです・30日は
朝から天候が十分半ありません・夕：方にな
ればなる程悪くなります・後には一一降りあ
りそうな氣配です．私達は氣が氣でありま
せん・どうぞ晴れて呉れれば頁いがと所り
心地です．
　定刻の19時は來ました・熱心な人達は早
くから來てうらめしそうに空をにらんで居
ります・空模様は悪くなる分でも冥くはな
りません・情けな）・事です・紳は祝福して
下さらないのか…………私達は涙をのんで
”曇天に付き晴夜に順延〃のはり紙を出し
ました　5，　60名の人達がつまらなそうな顔
をしてスゴスゴと蹄って行く後姿を見て氣
の毒でたまりませんでした・
　31日一昨日にくらべて何んと言ふ攣り檬
でせう．とても早い夫氣です・ノ、レルヤ！
　氣の早い連中は18時頃から押寄せて來ま
す．グラウンドには”ニロス観測會場〃と
大：書した紙を張り出しました・
　康）’グラウンドの中央近くへ14センチ，
12センチ，7センチ2機，計4つの屈折機を
ならべて観測を開始致しました．
　月，火星，木星，オリオン星雲等をすま
せて1ノエロス〃を観測致しました．
　集る者約500各私達の考へではどうし
ても！000－2000即位はと思って居りました
が案外少くなかったのには驚きました．た
ぶん昨夜がたたったんでせう．ですが皆熱
心な人達でした，
　23時過ぎに打切って引き上げました’
　會としては貧弱でも，市の一部分の人へ
ではありましたけれど”珍客エロス！！を見
せる事が出掴ましたのは私達の喜びであり
ます．
　2月掛例會は，私の承事の平め鼻取なかっ
たので非常にお氣の毒に存じて居ります・
　3月31日一3月の例會を本川小學校で開き
ました・集る学園30各今度は観測なんぞ
は止めて活動鳥眞を映罵致しました・東京
から借りた”宇宙の驚異！、の内”太陽系の
話〃！！天川の進化と地球の未來〃の2巻の外，
！／スキーの仕方ノ／ノ北陸地方の登電所！”瀧
山／1腰電所竣工式の實況〃其他駁巻を映窟
致しました．”太陽系の話〃中プルPトが
無かったのには寂しさを感じました・”地
球の未來〃の假想にはビクビクして居る人
もありました・
　映寓は眞田氏，説明は私間々にはレコ
H一 hをかけました・ベートベン，モツアル
ト，ノ・イドン，シユ1・ラス，等のシンフオ
＝一や，エノレマン，ジンバリストのヴィオ
リンソロ等は一同の耳を喜ばしました．
　23時過ぎて閉會し，雨上．りの悪路を家路
につきました・
　當夜は，尾道から宮本正太郎君がわざわ
ざ來康されました・　　（3L4．3記）
天文二二エハガキ
ヰルソン山天延塁から迭られた幻燈版をコロタイプ印制にしたものです．
　　十赦一組，説明書付，塗料共三十鍍・
太陽コロナ，アンドロメ大星雲，分光太陽罵眞，オリオン大星雲，月，猟犬座
星雲，土星，キリン座星雲，ハレー彗星，ヘルクレス星團・
318
編輯室よ．リ
　時の記念品が期口に法れる様ではと，印
刷所でも快速でやって呉れたので，御安心
下さい．この分ではどうやら面目が立ちそ
うです・面目と云へば申したい・本號には，
戸立のパンフレットにでもしたい，シンク
ロ1ム時計に為する高城氏の長文を全部
載ぜる事が出來ました．これは御承知の方
もあるでぜうが最も輯新な天文時計で，本
文は一寸得がたい文献です．生立ちや構造
についてZF易に懇切に述べられてあるので
誰にでも面白く富まれる事と信じます．叉
古くして常に新しい時の問題，暦の改正は
文明人の眞面目に考慮すべきもので，特に
代表的のものを選しで二文を凹ました．指
導的立場にある天文プアンの見逃せぬもの
と思ひます，
　以前から一部の讃者に天界は六7し過ぎ
ると云ふ風な非難があった様ですが近頃は
どうでせうか．）・さNか手前みそになって
恐入りますが，村上氏の星空の圖や，稻蘂
氏の解言免，野尻氏の星座漫筆などは，他慮
では見られな）・味があるのではありません
か．それに二三馬前から連載して居る中村
氏の観測隈は，實地細文學に．於ける最近知
識のエキスであり，幸に公開される事は一・
般讃者のみならず．專門家の喜びもさぞや
と思はれます，何れも引績き御寄稿下さる
筈ですからどうぞ御期待願ひます・
　巻頭丈を寄せられた垂井氏は，御承知の
方もありませうが，京都市に於ける．敏育界
の第一線に立って，盛に活躍されて居る方
で，古き會員の一人であり，叉我が編輯室
に於ける一異彩です．最後に恐多i’・事です
が，天智天皇は我等天交家にとり，特に忘
れられぬ帝で，時の記念號の口槍には最：も
ふさわしいものと信じて，御陵の山窩眞を
掲げ，御遺徳を仰ぐよすがともいたしまし
た．
　主な題目を墾げたVけでもこんなです．
本號はやけに腫大になったので會計の池田
氏からは少からぬ小言をもらひましたが，
まあV・　Nでせう．その代りと云っては申課
ありませんが，．せいぜいおカをお貸し願っ
て會員を増し，會計を樂にし様ではありま
せんか．そちらさへうまく行けば難誌の方
は下々充實させ，興味深きものとして御溺
足の行く様に致します．
　先月の初めには天華豪員総出で，東京天
文墓を訪問しました・何れ誰れかの手で本
誌にも紀行が登表される事でせうが，愉快
な族でした・また下旬には以前の編輯主任
であった荒木先生と，本會の副労協であっ
た上田先生御夫妻がニケ年の御族程を終へ
て無事御蹄朝になりました．洋装のつきづ
きし，噺髪の夫人と鼻下に美髪を蓄へられ
た上田先生とは一寸見違へました．すっか
り若返つた荒木先生は濁逸好みのバンle一の
ブダブルのコートがすっきりと均に合って
天晴れ大學一のモダン振りです・これから
は種々の機會で面白v・多くの御土産談しが
伺へる事と回しみにして居ります．
　「時を活かせ」之は昨年，天界の附錐とし
て配布したものですが，残部が少しあるの
で，御希望の方に無代進呈します．但し途
料として二品御途り願ひ度V・．同書は昨年
大阪の三越で開かれた，時の展覧會記念パ
ンフレットとして，大阪毎日新聞社の編輯
したもので，時，標準時計，天文台，其他
時に關する事を廣く記載した四十頁鯨のも
のであります・
